
49.  1 1 ｡ 30現在

村
民
待
望
の

中
央
公
民
館
の

工
事
が
は
じ
ま
る

第 ９６ 号田 村 公 民 舘編集と発行

五
月
十
二
日
村
長
初
め
村
関
係
者
、
工

事
関
係
者
の
出
席
の
も
と
に
起
工
式

が
行

な
わ
れ
、
い
よ
い
よ
工
事

が
ス

タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

不

辜
完
成
は
秋
の
予
定
で
す
。

梅
雨
シ
ー
ズ
ン

安
全
歩
行
と

安
全
運
転

を

公民館工事はじまる

舘報
蓬

S 50. 6.  30

村の人口

人　 囗

世帯数　　1.005

男　　2,291

女　　2,401

計　　4,692

門



農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

基
本
計
画
策
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
九
年
度
か

ら
始

ま
っ
た
農

村

総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
概

略
的
内
容

と
進
行
状
況
の
計
㈲

を
ま
し
え
て
紹
介
し
ま
す

。

農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
（

以
下

単

に
「

モ
デ
ル
事
業
」

と
呼

び
ま
す
。
）

は
、
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
全
国
四
〇

〇
地
区

を
目
標
に
農
林
省

が
採
択
し
て

い

る
事
業
で
あ
り

ま
す
。

青

森

県

で

は

、
四
十
八
年
度
に
木
造
町
が
、
四
十

九
年
度
に
は
、
平
賀
町
、
七
戸
町

、
弘

前
市

、
蓬
田

村
の
四
市
町
村
が
採
択
さ

れ
ま
し

た
。
本
村
は
、
農
振
地
域
に
指

定

さ
れ
て

お
り
、
水
田

の
は
場
整
備
率

が
、
七
七
彩
で
あ
り
ま
す
。
モ
デ
ル
地

区
の
採
択
の
要
件

と
し
て
、
「
土

地
利

用
の
動
向
、
農
業
生
庶
の
動
向
、
社
会

資
本
の
整
備
状
況

等
か
ら
み
て
、
農
業

生
産
基
盤
と
農
業
集
落
の
生
活
環

境
を

総
合
的
に
榿
備
す
る
に
あ
た
っ
て
の
モ

デ
ル

と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
地
区
」

で
あ

る
こ
と

が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
意

味

か
ら
し
て
本
村
は
、
一
定
の
要
件

を

備
え
て
い

る
も
の
と
し
て
採
択
さ
れ
ま

し

た
。
モ
デ
ル
事
業
の
事
挙
王
体
は
次
の

と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

匸

下

物
事
業
（

道
路
、
排
水

路
等

の
事
業
）
－

青
森
県

二
、
上
物
事
業
（

改
善
セ
ン
タ
ー
。

農
村
公
園
事
業
）
―
蓬
田
村

こ
の
よ
う
に
一
応
事
挙
王
体
を
定

め

て
い
ま
す
が
、
仕
事
の
内
容

が
専
門
的

な
部
分
が
多
い
た
め
、
全
て
県

と
村

が

共
同
し
て
計
画

を
韭
め
た
の

が
実

情
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
モ
デ
ル
事
業
の

推
進
の
第
一
条
件
と
し
て
、
地
域
住
民

の
意
見
を
反
映

さ
せ
た
将
来
構
想

を
村

が
立
て
る
こ
と
と
あ
り

ま

す

。

従

っ

て
、
実
際
に
計
画

す
る
の

は
、
村

と
村

民
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
部
落

座
談
会
を
開
き
、
要

望
聴
取

そ
し
て
計

画
句
容
乃
叮

ち
ぺ
囗
せ
を
庁

八
、
計
画

を

進
め
ま
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
の
本
来
の
目
的
は

、
律

来
の
補
助
事
業
に
よ
っ
て
実
施
で
き

な

い
事
業
を
行
う
こ

と
で
す
。
従
っ
て
、

必
然
的
に
、
事
業
の
規
模
や
工

事
種
類

が
限
定

さ
れ
ま
す

。
例
え

ば
、

｝
定
の

公

共
性
を
も
つ
こ
と
、
家
庭
排
水
の
場

合
二
口

戸
以

上
の
受
益
戸
数

が
あ
る
こ

と
等
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
に
規
定
が
あ

り
ま
す
。
モ
デ

声
事
業
と
し
て
実
施
で

き
る
事
業
に
つ
い
て
具
体

的

に

示

す

と
、
だ
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
た
め
の
総
事

業

費
は
八
億
五
千
万
円

で
す
が
、
こ
れ

は
、
人
口

、
面

積
、
財
政
等
の
根
拠
に

基

づ
い
て
算
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
負
担

割
合

は
右
の
表
の

と

お

り

で

す
。

割合
(％)
負担額
(千 円)／

50 425,000 国

25 212,500 県

25 212,500 村

100 850,000 計

し
か

し

な
が

ら
、
こ

の
八
億

五
千
万

円

も
、

そ
れ

ぞ

れ
の
事

業
に
対

す

る
配
分
割
合

が
決
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
例
え

ば
１
改
善
セ
ン
ク
、
・
公
園

に
は
、
十
八
・
五
万
（

一
億
五
千
万
円

）
以
内
の
事
業
費
を
あ
て
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
基

づ
き
、
計
画

を
作
成
し

ま
し
た
が
、
短
期
間

で
あ
っ
た
た
め
、

村
民
各
位
の
要
望
・
意
見
の
調
整

が
、

で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
出

来
る
だ
け
要

望
に
添
え
る
よ
う
計
㈲
し

ま
し

た
が
、

数
度
に
わ
た
る
仙

台
晨

政
局
の

ヒ
ヤ
リ

ン
グ
に
よ
り
調
整
が
行

な
わ
れ
、
毆
終

的
に
農
林
省
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
通
じ
て

計
画

に
変
更

も
あ
り
ま
し
た

。
国
の
決

定
が
、
ま
だ
き
て
い
な
い
た
め
、
今
後

=･一
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整農
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農 施農 ぼ
三一匹道 詛 の

一　備用　絃整　 排　２

備　 水　備

事

業

種

類

帯児す晨
す童る村

る
公だの

施圉め
環

設 の`境

の
運多整

整動目備
備広的を
場廚組

と設祿
その的
れ整に

に備推
附　進

排防 る
晨 晨家 め晨 の基

水災
用道 産畜 の業 道盤

工安 地・ 物の 雨用 路整

｀全　 排 の飼 水排 の備
防の　 水 洗育

・水 整亊

風だ　 路 浄・ 汚の 備業
林め　 と の圉 水水　 と

のの　 一 だ芸 の質　 関

整
土　 体 め作 排保　 連

備留　 的 の物 除全　 す

｀　 に
用の　 を　 る

防　 整 水栽　 図　 集
護　 備　 培　 る　 落

朧　 す　　｀　 た　 内

止運 は用 事区
ま搬 変水 業画
だ施 更路　 整
は設　 ・　　理
変⌒　 排　 お
更道　 水　 よ

路　 路　 び
・　　の　　こ
橋　 新　 れ
し　 設　 と
の　 廃　 関
新　 止　 連
設　 ま　 す
廃　 た　 る

事

業

内

容

も
変
動

が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と

り
あ
え
ず
、
モ
デ
ル
事
業
の
大
雑
把

な

内
容
を
理
解
し
て
い
た

だ
け

れ
ば
幸
い

と
思
い
ま
す
。

お
で

か
け
の
と
き

旅
行
の
と
き

た

ば
こ
は
地
元
か
ら
買
い
ま
し

ょ

尨
元

に
た

ば
こ
消
費
税

が
入
り

ま
す
。

学
校
建
築
に
、
道
路
建
設
に
、
環

境
整
備
に
、
皆
様
の
た

ば
こ
消
費

税
が
役
立
っ
て
い
ま
す
。
税
　

務
　

課

楽
し
い
山
菜

と
り
の
時
期
で
す

。

こ
の
時
期
に

は
、
家

族
ぐ

る
み

や
友

達
同
志
で

、
自
然
の

き
れ
い

な
山
の
空

気
に
ひ

た
り
な
が
ら
、
山
菜

を
と
る
人

達

が
多
く

な
り

、
休
日
に

は
、
朝
早
く

か
ら
山
へ
入

る
道
路

が
大
変
隴

か
と
な

り
ま
す
。

こ

れ
に
伴
い
山
菜

と
り
の
遭
難
事
故

が
あ

と
を
た
ち

ま
せ

ん
。

昨
年
の
山
菜
と
り
の
時

期

だ

け

で

も
、
一
一
件

匸
（

人
の
遭
難
事
故

が
発

生
し
、

う
ち
二
人

が
死
亡

し

て

い

ま

す
。四

八
年
中
は
、
一
五
件
一
五
名

が
遭

難
し
、
う
ち
四

人
が
死

亡
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ

れ
に
比
較
し
て
み
る
と
件
数

は
四

件
、
死

者
は
二
人
そ
れ

ぞ
れ
減
っ

て
い
ま
す
。

山
菜
と
り
の
遭
難
事
故
の
原
因
は
な

ん
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
、
山

を
甘
く
み

て
、
山
の
奥
に
入
り
過

ぎ
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
山

菜
と
り
の
ベ
テ
ラ
ン
が
遭

難
し

て
い
る
こ
と
で
も
判

り
ま
す
。

遭
難
す
る
と
捜

索
の
た
め
、
多
く
の

人

達
に
迷
惑

を
か
け
る
ほ
か
、
多
額
の

費
用
が
本
廴

。
家
族
の
負

担
と
な
り
ま

す
。山
菜
と
り
の
遭
難
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
お
互
い
に
次
の
こ
と

を
よ
く
守
っ
て

こ
の
楽
し
い

シ
ー
ズ
ン
を
事
故

な
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

１

、
天

気
予

報
を
よ
く
瑤
め
る
こ
と

２

、
薄

着
を
し

な
い
　

簡
易
雨
具

マ

″
チ
（

ラ
イ
タ

ー
）
な
ど
を
持

っ
て
行

く
こ
と

３

、
家
族
　
職
場

等
に
　
山
の
コ

ー

ス
　
帰

宅
時
間

、
同
行
者
等

を
知

ら
せ
て
お
く
こ
と

４

、
不

案
内

な
山

に
入

ら
な
い
こ

と

５

、
自
分
の

体
力

に
合

っ
た
行
動

を

と
り
　
一
人

で
山
に
入
ら

な
い
こ

と

６

、
団
体
の
時

は
集
合
時
間
　

場
所

コ

ー
ス
等

を
打

ち
合
せ
て

、
必

ず

こ
れ
を
守

る
こ

と

了

、
山
に
入

っ
た

ら
お
互
い
に
呼

び

合

っ
て
　

位
置

を
連
絡
し
合
う
こ

と

８

、
天
候

が
悪
く

な
り
そ
う

な
時
は

旱
く
き
り
あ
げ
る
こ
と

９

、
万

二

道
に
迷
っ
た
ら
　

無
理

せ

ず
に
　

火

を
燃
や
す
な
ど
し

て

救
助
隊
に
知
ら
せ
る
方
法
を
と
る

こ
と

ｍ

、
帰
宅
予
定
時
刻
が
過

ぎ
て
も
帰

ら

な
い
時
は
す
ぐ
警
察
に
届

け
る

こ
れ
か
ら
日

。
一
日

と
暖

く
な
り
。

子

供
達
が
水
に
し

た
し

む
季
節
に

な
り

ま
す
。

可

愛
い
子

供
さ
ん
を
水

死

事

故

か

ら
、
守
る
た
め
次

の
こ
と
を
よ
く
守

る

と
、
と
も
に
危
険
な
場
所

で
遊

ん
で
い

る
子

供
を
見

た
ら
、

匸
言
注
意
の
言
葉

を
か
け
、
危
な
い
遊

び
を
や

め
さ
せ

る

よ
う
に
し

、
村
民
総
ぐ

る
み
で
、
子
供

の
水
死

事
故
防
止
に
努

め
ま
し

ょ
う
。

○

幼
児

や
児
童
の
遊

び
場

と
な
る
場

。
山
菜

と
り
の

事
故
を
防

ご
う
・

蓬
田
警
察
官

駐
在
所

子
供
を
水
死
事
故

か
ら
守
ろ
う
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所
や
空

地
に
危
険

な
と
こ

ろ
が
な

い
か
点

検
す
る
。

○

防
火
用

水
の

サ
ク
等

が
破

損
し
て

い
る
所

は
た
だ
ち
に
修
理

を
し

、

サ
ク
の
な
い
所

は
早

く
サ
ク
を
取

付
け
る
。

○
幼
児
等
の
し
つ

け
や
監
護

に
充
分

注
意
し

、
戸

外
で
目
を
は
な
さ
な

い
よ
う
注
意
す
る
。

○
家
の
前
や
近
く
の
用
水

堰
、
畑

や

空
地
の
水
ク
メ
等
に
充
分
注

意
す

る
。

○
浴
槽
、
水
ガ
メ
、
バ
ヶ

ツ
等
に
入

れ
て
あ
る
水
は
、
幼
児

の
水
死

亊

故
の
危
険
が
あ
る
の
で
敝

重
な
フ

タ
を
す
る
か
水
を
捨
て
て
お
く
よ

う
こ
す
る
。

△
総
務
課

課
長
（

産
経
課
長
）
八
戸
春
海
（

税

務
課
）
中
村
幸
八
（

選
管
）
青
木
昭

信
（

産
経
課
）
工

藤
正
人

△
民
生
課

課
長
（

税
務
課
長
）
遠
田
俊
光
（

税

務
課
）
倉
谷
春
二
（

教
育
委
員

会
）

越
田
守
（

総
務
課
）
柿
崎
真
人

△
税
務
課

課
長
（

保
育
所
長
）
佐
藤
豈
二
　
（

民

生
課
）
山
舘
建
（

民
生
課
）
久
慈
義

明
△
産
業
経
済
課

課
長
（

産
経
課
長

補
佐
）
青
木
武
智

雄
（

民
生
課

）
田
中
武
（

総
務
課
）

貘
本
重
雄

△
農
業
委
員
会
（

教
育
委

員
会
）
古
川

正
隆

△
教
育
委
員
会

（

産
経
課
）

坂
本
万

蔵
（

農
業
委
員

会

）
福
田
春
美

△
議
会

事
務
局

事
務
局
長
（

民
生
課
長

）
小
松

直
作

△

保
育
所

保
育
所
長
（

議
会

事
務
局
長

）
田
中

勝

家

二
輪
車

を
運
転
す
る
時
は
、
必
ず
ヘ

ル

メ
ッ
ト

を
か
ぶ
り
ま
す

よ
う
。

七
月
一
日

か
ら
、
ヘ
ル
メ

″
卜
を
か

ぶ
ら
な
い
で
自
動
二
輪

車
を
逓
転
す
る

と
、
違
反
点
数
一
点
が
つ

く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

同
杲
者
に
も
、
必
ず
ヘ
ル
メ

″
卜
を

か

ぶ
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル

メ

″
卜

が
あ

な
た
の
命
を
守
り

ま
す
。
二
輪
車
事
故
に
よ
る

死

者

の

八
八

パ
ー
セ
ン
ト
は
頭
の
怪
我
で
死
ん
で
い

る
の
で
す

。

何
時
で
も

、
ど
こ
で
も
、
必

ず
ヘ
ル

メ

″
卜
を
か
ぶ
り
安
全
運
転
を
し

、
交

通

事
故

か
ら
、
わ
が
身

を
守
り
ま
し

ょ

13）　 昭和50年６月30 日

村
職
員
の
異
動

川
　

こ
の

ほ
と
村
耶
員
の
異
莇
か
才
万

一

川
日
付

で
次
の

と
お
り
発
令
に

な
り

ま
し

川
だ
。
（
　

）
内

は
旧
職

特
別
弔
慰
金
支
給
法
や
、

恩
給
法
が
一
部
改
正
に

な
り
ま
し
た

一
、
昭
和
十
二

年
七
月
七
日

以
後
、
昭

和
五
十
年
三

月
三
十

一
日

ま
で
の
問
に

公

務
傷
病
等
で
死

亡
し
た
軍
人
、
軍
属

準
軍
属
等
の
遺
族
で
、
昭
和
五
十
年
四

月
一
日

に
お
い
て
遺
族
年
金
、
公

務
扶

助
料
等
を
受
け
る
権
利

を
有
す

る
遺
族

が
い

な
い
場
合
は
、
特
別
弔
慰
金
二
十

万
円

が
支
給

さ
れ
ま
す

。

二

、
七
十
才
以
上
の
軍
人
恩
給
受
給
者

に

は
、
加
算
年
分
も
金
額
計
算

さ
れ
て

支
給

さ
れ
ま
す

が
、
こ

れ

が

改

正

さ

れ
、
こ
の
年
令
が
六
十
五
才
以
上

に
引

き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

以
上

が
改
正

さ
れ
た
主

な
事
項
で
す

が
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
民

生
課
恩

給

係
又
は
、
県
障
害
福
祉
課
ま
で
問
合
せ

下

さ
い

。

曇
り
の
戸

が
ぐ

で
、
色
彩
の
種
類
・
ツ

ヤ
・
生
彩
度
が
次
第
に
増
し
て
ゆ
き
ま

す
。
こ
う
し
た
人
間
の
目

の

働

き

か

ら
、
カ
ラ

士
ア
レ
ビ
も
あ
る
程
度
明

る

い
画

面
に
し
な
け

れ
ば
、
正
し
い
色
の

再
現
は
で
き
ま
せ
ん
。

テ

レ
ビ
が
み
や
す
い
部
屋
の
条
件

と

し
て
は

、次
の
点
に

ご
注
意
く

だ
さ
い
。

①
画

面
の
周
り
は
、
画
面
よ
り
少
し
暗

め
に

。
（

理
想
的
に
は
、
テ

レ
ビ
画

面
の
明
る

さ
の
妬

く
ら
い
）

②
力
べ
の
色
も
ク
リ

ー
ム
色

な
ど
明

る

め
に
。

③
窓
に
は
直

射
日
光

を
避

け
る
た
め
、

カ

ー
テ
ン
を
。

④
テ
レ
ビ
に
向
っ
て
、
視

線
を
中
心
に

左
右
6
0度
の
範
囲
内

に
は
、
ま
ぶ
し

い
も
の
が
な
い
よ
う
に
。
画

衙
と
罔

囲
の
明
る
さ
が
極
端
に
違

つ
と
、
目

の
し

ぼ
り
や
網
膜

の
調

節
が
う
ま
く

ゆ
か
ず
つ
か
れ
ま
す
。

人

が
死
亡
す
る
と
、
そ
の
人

が
擅
っ

て
い
た
財
産
や
債
務
は
相
続
人

が
引
継

ぎ
ま
す

。
こ

れ
を
相
続

と
い
い

、
そ
の

相
続
人

が
引
箍
い

だ
遺
迴
の
総
額

が
、

遺
産
に
係

る
基
礎
控
除
額
よ
り

多
い

と

き
は
相
続
税

が
か
か
り

ま
す

。

と
こ

ろ
で

、
今
年
度
の
税
制
改
正
で

相
続
税
の
負
担

が
大
幅
に
緩
和

さ
れ
、

法
定
相
続
人

が
三
人
の
場
合
の
基
礎
控

余
預
よ
欠
Ｄ

丈
う
こ
攷
り

女
す

。

そ
の
年
最
後
の
給

与
が
支
給

さ
れ
る
際

に
所
得
税
額
の
精

算
（

年
末
調

整
）
が

行

わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
税

金

は
年

々
奸
減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

年

の
場
合
、
標
準
的
な
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
に

対
し
税
金

が
か
か
ら
な
い
限

度
額
は
、

夫
婦

と
子
供
二
人
の
場
合
、
前
年
に
比

べ
約
ニ

ー
％

引
上
げ
ら
れ
、
給

与
収
入

が
百
八
十
三
万
円
ま
で
は
税
金
が
か
か

ら
な
い
よ

う
に

な
り
ま
し
た
。

Λ

サ
ラ
リ

ー
マ

ン
の
所
得
税
の

課
税
最
低
限
▽

独
身
者
の
場
合
　
　
　
　

八
十
万

円

（

前
年
　

七
十
万
五
千
円

）

夫
婦
者
の
場
合
　
　

百
七
万
三
千

円

（

前
年
　
　

九
十
五
万
円
）

夫
婦

と
子
一
人
の
場
合

百
四
十
一
万
八
千
円

こ
剛
年
　

百
十
八
万
一
千
円
）

夫
婦

と
子
二
人
の
場
合百
八
十
三
万
円

（

前
年
　
前

年
百
五
十
万
七
千
円
）

。
わ

が

身

を

守

り

ま

し

ょ

う
・

●
テ
レ

ビ
ひ
と
く
ち
メ
モ

「
テ
レ

ビ
と
部
屋
の
明

る
さ
」

部
屋

が
明

る
す

ぎ
て
も
、
テ

レ
ビ
の

当
面

が
は
っ

き
り
み
え
ま
せ
ん
し
、
目

も
疲

れ
ま
す

。
ま
た
、
部
屋
を
暗
く
す

る
と
、
画
面
の
明

る
さ
が
目
に
強
す

ぎ

る
感
じ

で
す

。
目
の
健
康
か
ら
み
た
、

テ

レ
ビ
と
部
屋
の
明

る
さ
に
つ
い
て
ひ

と
こ
と
1
1
1
1

人
間
の
目
は
明

る
い
ほ
ど
豊
か

な
色

彩
を
感
じ

ま
す

。
た

と
え

ば
、

ノ
ル

″

ク
ス
で
は
、
青

と
紫

だ
け

が
目
立
ち

、

2
0声

″
ク
ス
で
や
っ

と
基
本
的

な
色

が

匸
応
判
別
で

き
る
よ

う
に

な
り

、
ｍ

ル

ッ
ク
ス
（

晴
れ
て
い

る
と
き
の
室
内
程

度
の
明

る
さ
）

で
デ
リ

ケ
ー
ト

な
色
の

変
化

が
わ
か
り
は
じ
め
、
5
0
0
夕

″
ク

ス

（

読
書
で
き
る
標
準
的

な
照
明
）
で
色

彩
が
豊

か
に
な
り
は
じ
め
、
0
0ル

ッ
ク

ー

ス
（

晴
れ
て
い
る
と
き
の

窓
際

、
う
す

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
給
料

や
ボ

ー
ナ
ス
に
か
か
る
税

金
に
は
、
所
得
税
と
地
方

税
で
あ
る
県
民

税
、
市
1
1
1
1

村
民

税
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
税
金
は
、
給
料

や
ボ

ー
ナ
ス
の
支
給
の
際

に
源
泉
徴
収

さ

れ

ま

す

が
、
所
得
税
の
場
合

は
、

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
税
金

な
淞
。
基
繝
捨
陽
の

ほ

か
に
配
偶
者
控
除

や
未
成

年
者
控
除
等

が

あ

り

ま

す

。詳
し
く

は
税

務
署

に
お

尋

ね
下

さ
い
。

「例」基礎控除　定額控除　法定相続人比例控除

3,200万円=  2,000万円 十（400 万円 ×3人）

↓　　　 ↓　　　　 ↓　　　 ↓
C改正前）96眄 円＝　600万円 十 ①O 円万×3人）

税

務

相

談

室

遺
産
を
相
続
し
た
と
き
は
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蓬
田
村
青
年
団
体
連
絡
協

議
会
第
七
回
駅
伝
大
会
を

開
催

空

か
気
に

な
り
ま
す

。
ま

る
で
小

学

校
時
代
の
運
動
会
前
日
み

た

い

な

気

持

。
私
達
の

心
が
通
じ

た
か
、
大
会
当

日
の

六
月
十
五
日

は
ま
ず

ま

ず

の

天

候
。
今
年
は
女
性

ラ
ン
ナ
ー
も
登
場

。

毎

晩
み
ん
な
し

て
練
習
し

た
成
果

を
発

揮
し

よ
う
と
ど
こ
の
青
年
会

も
闘
志
満

々
。
十
時
丁

度
第
一
走
者

が
役
場
前

を

ス
タ

ー
ト
。
四
戸

橋
で
折

り
返
し

、
広

瀬
精

米
所
か
ら
高
根
ま
で
上

り
。
高
根

か
ら
折
り
返
し
て
玉
松

が
コ

ー

ダ
。
沿

道
で
は
村
の
人
達
の
声
援

が

飛

び

ま

す
。結
果
は
次

の
と
お
り
で
す

。

頤　 位 青　 年　 会 タイム

第１位
･yD ﾀﾞ

･冂･x
･Xり/
･鬥･/
･削い/
･ynx

･xりx
･/り1

･川O･/

広 瀬 青 年 会
蓬田青年会(Ａ)

郷 沢 青 年 会
阿弥陀川青年会
瀬 辺 地 青 年会
中沢青年会(Ａ)
高 根 青 年 会

中沢青年会(Ｂ)
蓬田青年会(Ｂ)
長 科 青 年 会

吁ｙ 分 秒

：巧:40
ニロ:20
冂８二謁
冂9:04

囗9:25
二21 : 45
:25 : 30
:26 : 36
:28 : 35
:30 : 30

戸

籍

の

窓

口

（

市
町
村
名
は
本
籍
の

表
示
で
す
）

三

月

受

付

分

○
ご
誕
生

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま

す
。

越
　
田
　

大
　

介
（

誠
三
・
長
男
）

山
　

舘
　

珠
　

美
（

誨
・
三
女
）

０

ご

結

婚

お

め

で

と

う

ご

ざ
い

ま

す

。

伊
予
部
　

良
　

次
（

瀬
辺
地
）

（
工
　

藤
　

ユ
リ
子
（

浪
岡
町
）

（
木
　

浪
　

信
　

広
（

広
瀬

）

葛
　

西
　

淳
　

子
（

青
森
市
）

張
　

間
　

清
　

隆
（

長
科

）

（

佐
　

藤
　

く

に
子
（

階
上
村
）

木
　

浪
　

啓
　

一
　（

平
舘
村
）

（
森
　
　
　

静
　

子
〔
阿

弥
陀
川

〕

（

川
　

田
　
　
　

勇
（

埼
玉
県
）

坂
　

本
　

英
　

子
（

中
沢

）

佐
　

藤
　

武
　

明
（

東
京

都
）

（
簗
　

田
　

セ
　
チ
（

広
瀬
）

吉
　

田
　

治
　

徳
（

中
沢

）

（
山
　

囗
　

米
　

子
（

青
森
市

）

林
　

綺
　
　

茂
（

高
根

）

（
沢
　

田
　

ク
エ
子
（

青
森
市
）

松
　

本
　

正
　

博
（

長
科

）

（

福
　

田
　

安
　

子
（

大
鰐
町
）

（

ホ
　

野
　

忠
　

鄒
（

郷
沢

）

福
　

士
　

竜
　

子
（

鶴
田
町

）

松
　

本
　

寛
　

治
（

長
科
）

（
牧
　

野
　
　
　

操
（

千
葉
県
）

越
　

田
　

英
　

世
（

瀬
辺
地
）

（
三
　

上
　

真
知
子
（

青
森
市
）

藤
　

本
　

守
　

衛
（

長
科
）

（
谷
　

津
　

寛
　

子
（

東
京
都
）

（
八
　

幡
　

弘
　

幸
（

高
根
）

高
　
橋
　

啓
　

子
（

青
森
市
）

三
　

上
　

博
　

道
（

中
沢
）

（

奥
　
畸
　

恵
利
子
（

青
森
市
）

越
　

田
　

正
千
代
（

瀬
辺
地
）

（
浅
　

利
　

純
　

子
（

和
歌
山
県
）

瀬
　
戸
　

文
　

吉
（

福
島
県
）

（
張
　

間
　

恵
　

子
（

長
科
）

溝
　

江
　

千
　

芳
（

青
森
市
）

（
工
　

蓙
　

比
佐
子
（

長
科
）

武
　

井
　

一
　
成
（

蓬
田
）

（

塩
　
畸
　

房
　

子
（

蟹
田
）

青
　

木
　

竹
　
男
（

阿

弥
陀
川
）

（

奥
　
畸
　

舂
　

子
（

青
森
市
）

八
　

戸
　
　
　

誠
（

阿
弥
陀
川
）

（

東
　
　
　

と
し
子
（

石
川
県
）

浜
　

名
　

忠
　

行
（

広
瀬
）

（

佐
　

藤
　

秋
　

江
（

青
森
市
）

木
　

村
　
　
　

捨
（

瀬
辺
地
）

（

内
　

藤
　

志
津
子
（

北
海
道
）

猪
ノ
囗
　

勝
　

典
（

今
別
町
）

（

高
　
田
　

き
く
え
（

郷
沢
）

木
　

村
　
　

隆
（

今
別
町
）

（

越
　
田
　

吉
み
子
（

瀬
辺
地
）

沼
　

田
　
　
　

豊
（

青
森
市
）

（

森
　
　
　

祟
　

子
（

阿
弥
陀
川
）

坂
　

本
　

勝
　

二
（

中
沢
）

（

藤
　

本
　

美
穂
子
（

長
科
）

山
　

谷
　
　
　

登
（

阿
弥
陀
川
）

（

山
　

内
　

て

る
子
（

阿
弥
陀
川
）

松
　

本
　

洋
　

一
　（

長
科
）

（

船
　

水
　

淑
　

子
（

青
森
市
）

小
　

林
　

政
　

明
（

東
京
都
）

（

森
　
　
　

弥
　

生
（

阿
弥
陀
川
）

松
　

本
　

道
　

徳
（

長
科
）

（

溝
　

江
　

洋
　

子
（

青
森
市
）

川
　

内
　

章
　

功
（

阿
弥
陀
川
）

（

千
　

葉
　

せ
い
子
（

青
森
市
）

算
用
子
騰
齔
　

治
（

青
森
市
）

（
越
　

田
　

秀
　
子
（

瀬
辺

地
）

七
月
六
日
（

日
曜
日
）
郡
予
選

（

野
球
）
蟹
田
中

七
月
十
三
日
（

日
曜
日
）
郡
予
選

（

バ
レ
ー
）
三
厩
小

七
月
二
十
日
（

日
曜
日
）
村
民
一
日

登
山
（

八
甲
田
山
）

七
月
二
十
日
（

日
曜
日

）

村
民
野
球
大
会

七
月
二
十
七
日
（

日
曜
日
）
東
郡
青
年

ス
ポ
ー
ツ
の
集

い
（

今
別
町
）

八
月
三
日
（

日
曜
日

）
村
民
体
育
大
会

村
民
の
体
力
向
上

を
目
的
に
今
年
も

七
月
二
十
日
（
日

曜
日

）
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
村
民
各
位

が
参
加
下

さ
い
ま

す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ

と
は
教
育
委
員
会

ま
で
問
い
合
せ
下

さ
い

。

登
山
場
所
　

八
甲
田
山

小
　

鹿
　

丑
　

松
〔

長
科
〕

坂
　

本
　

ソ
　

ワ
（

中
沢
）

柿
　

畸
　

貞
次
郎
〔

広
瀬
〕

ス
ポ
ー
ツ
行
事
予
定
表

村
民
一
日
登
山

参

加

者

募

集

○

お
悔
み
申
し
上
げ

ま
す
。

○

お
悔
み
申
し
上

げ
ま
す
。

五

月

受

付

分

○

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

（
田
　

中
　

美
智
鄒
（

広
瀬
）

伊
　
藤
　

た
い
子
（

青
森
市
）

島
　

谷
　

清
　

敏
（

柏
村
）

（
倉
　

谷
　

幸
　
子
（

阿
弥
陀
川
）

（
田
　

中
　

崇
　

輝
（

浪
岡
町
）

川
　

畸
　

祐
佐
子
（

広
瀬
）

工
　

藤
　

三
　

男
（

蓬
田
）

（
斎
　

藤
　

和
　

枝
（

五
所
川
原
市
）

（

桜
　

庭
　
　
　

光
（

青
森
市
）

山
　

谷
　

百
合
子
（

阿
弥
陀
川
）

（
張
　

山
　

鉄
　
衛
（

蟹
田
町
）

久
　

慈
　

ぬ
い
子
（

瀬
辺

尨
）

奥
　

畸
　

正
　

文
（

青
森
市
）

（
森
　
　
　

睦
　

子
（

阿
弥
陀
川
）

（
長
　

内
　

千
　

年
（

青
森
市

）

飯
　

田
　

則
　

子
（

瀬
辺

地
）

鈴
　

木
　

勝
　

利
（

阿
弥
陀
川
）

三
　

上
　

な
　

か
（

中
沢
）

松
　

本
　

し
　

な
（

瀬
辺
地
）

越
　

田
　

き
　
ぐ
（

瀬
辺
地
）

天
　

内
　

岩
次
郎
（

広
瀬
）

山
　

内
　
　
　

忠
（

瀬
辺
地
）

福
　

井
　

大
　

樹
（

準
一
・
長
男
）

下
　

山
　

な
ぎ
さ
（

嘉
正
・
長
女
）

久
　

慈
　

広
　

行
（

光
夫
・
二
男
）

秋
　
元
　

大
　

樹
（

和
夫
・
長
男
）

森
　
　
　

大
　

策
（

正
象
・
長
男
）

天
　

内
　

貴
　

子
（

明
己
・
長
女
）

田
　

中
　

菜
津
子
（

仁
・
長
女
）

藤
　

本
　
　
　

淳
（

好
司
・
長
男
）

○
ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

八
　

幡
　

舂
　

夫
（

高
根

）

（
森
　
　
　

幸
枝
子
（

阿
弥
陀
川
）

木
　
戸
　

歳
　

明
（

瀬
辺
地
）

（
大
　

沢
　

て
つ
子
（

青
森
市
）

藤
　

田
　

理
　

耕
（

中
沢
）

（
青
　

木
　

く

ら
子
（

青
森
市
）

山
　

谷
　
　
　

裕
（

阿
弥
陀
川
）

（
倉
　

本
　

み

ね
子
（

東
京
都
）

○

お
悔
み
申
し
上
げ

ま
す

。

三
　

上
　

佐
　

一
　〔

中

沢

〕

福
　

浦
　

末
　

蔵

〔

広

瀬

〕

室
　

谷
　

勇

三

郎
（

蓬

田

）

０

ご
結

婚

お
め

で

と

う
ご

ざ
い

ま

す

。

山
　

舘
　
　
　

耕
（

建
・
二
男
）

久
　

慈
　

ひ
ろ
み
（

義
明
・
長
女
）

小
　

松
　
　
　

忍
（

公
紀
・
長
男
）

武
　

井
　

明
　

子
（

隆
一
・
長
女
）

久
　

慈
　

治
　

子
（

兼
義
・
二
女
）

吉
　

田
　

則
　

之
（

勇
丞
・
二
男
）

坂
　

本
　

一
　

吉
（

今
朝
男
・
長
男
）

○

ご
誕
生

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

四

月

受

付

分


	page1
	page2
	page3
	page4

